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　情報連絡員による平成25年12月の県内中小企業の景況は、業界全体として「低調」とするところが42.4％（前月
比－1.7）、「横這い」は35.6％（同＋15.3）、「好況」は22.0％（同－13.6）となっており、業界全体の「景況感DI」
は－20.3（同－11.8）となっています。

１．全産業の項目別前年同月比DI 値の動き
◇「販売価格」「取引条件」が前月と比較して減少しています。
◇「売上高」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」が前月と比較して改善しています。

２．業種別の「業界の景況」
◇前年同月と比較して、鉄工機械製造業、その他の製造業、サービス業は「快晴」または「晴れ」、木材木製品
製造業、卸売業、商店街、建設業は「薄曇」、その他の業種は「雨」または「大雨」となっています。
※ＤＩ値　＋30以上「快晴」　　　　＋10～＋30未満「晴れ」　－10～＋10未満「薄曇」
　　　　　－30～－10未満「曇り」　－50～－30未満「雨」　　－50以上「大雨」

３．個別の報告の概要
　来月の見通しは、好転、やや好転の見込みとの回答が8.5％（前月比－20.3）と減少しております（好転の回答
０件 ､やや好転の回答５件 )（製造業１､非製造業４)。また、やや悪化、悪化の見込みは、27.1％（前月比＋13.5）
と増加しております。変わらないが、64.4％（前月比＋6.8）と増加しております。
　平成25年12月の景況について、情報連絡員からの報告は以下のとおりです。（回収率100％）
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業界の景況 －3.4 －14.1 －10.2 0.0 －1.7 －6.7 －10.0 －15.3 －6.7 －8.3 －15.3 －8.5 －5.1

売 上 高 6.9 －5.3 6.8 5.3 3.3 －5.0 5.0 0.0 10.0 8.3 －1.7 1.7 6.8

収 益 状 況 －8.6 －14.0 －13.6 －10.5 －25.0 －11.7 －15.0 －15.3 －11.7 －5.0 －16.9 －18.6 －8.5
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景況レポート・12月
12月の県内景況は、円安による原油・原料の高騰を懸念する声があがり、
また、平成26年４月からの消費税増税について不安の声があがる。
12月の県内景況は、円安による原油・原料の高騰を懸念する声があがり、
また、平成26年４月からの消費税増税について不安の声があがる。

木材・木製品製造業

＜製材業＞
　国産材丸太価格の高騰が製品価格にも反映されて
はきているが、製材所によっては長年の付き合いがあ
る売り先に対し値上げを求めづらく、採算割れに陥っ
ている工場も出ている。この急激な値上がりと深刻な
品不足にプレカット事業者や工務店では外材製品へ
の転換に向かう事業所も出てきている。

＜外材輸入＞
　国内需要は引き続き活発に展開しており、各工場と
も引き合いは順調である。しかし、12月上旬からの為
替円安により、製品価格を再度値上げ提示の組合員
も出てきており、採算的には厳しい状況となっている。

小　売　業

＜石　油＞
　12月、原油高騰と円安の影響により元売各社の仕
切価格は、大幅に上昇した。しかしながら、需要の
低迷が続く中、小売価格も仕切上昇分の転嫁がまま
ならず、一段と厳しい経営を強いられている。

＜青　果＞
　12月に入り、前月から続く価格の高騰がみられた。
特に根菜類の高騰が後半まで続いた。品物は品薄の
状況も続いた。年末にかけての取引も元旦より量販
店が営業する影響から、取引量が増加するほどでは
なかった。来月は天候・気温の影響で取引は悪化す
るが少しでも増加できるよう期待したい。

＜電　機＞
　10、11月の各地の合展、個展があり石油などの値
上げによりエアコンの売上が例年に比べ良くなって
いる。また、平成26年４月からの消費税値上げ前に
購入しようと考えている方が若干出てきている。

鉄鋼・金属・一般機械製造業

＜各種プラント機器＞
　当組合のプラント設備関連業界は、見積引合とも
前月同様、横ばいまたは減少傾向で推移しており、
今期いっぱいは続くものと思われる。したがって、
売上高・収益状況は前月と比較して減少傾向であり、
厳しい状況を引きずっている。
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資金繰り

印　刷　業

＜印　刷＞
　採用が思うように進まない。原発事故の影響と思
われる。先の見通しは厳しい。
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繊維・同製品製造業

＜ニット＞
　前月同様秋冬物の受注が好調で忙しかった。

＜縫製品＞
　12月に入り14年夏物が動き始めた。４月消費税
UP前の需要増に備えて、前倒しの発注が見られる。
14年夏物については期待が持てそうである。

食品製造業

＜漬　物＞
　福島県内の食品業界は食品添加物の人の話では非
常に厳しいとのことです。

＜味噌醤油＞
　平成25年度の出荷量は味噌・醤油ともに平成24年
度より10数％減少している。特に県産農産物の風評
も相変わらず続いている状況にある。組合員は復興
へ努力しているが、現状は厳しく、円安による輸入
主原料の高騰、平成26年４月から消費税８％となる
など価格転嫁等問題の山積みの状況に、組合員の今
後の事業運営が厳しくなるのではないかと懸念して
いる。

＜乾　麺＞
　政府麦価改正による粉価の値上げ（25年１月115

円、25年６月215円、26年１月100円合計430円　中
力粉系）は小売の力が強く値上げは金額ベースでは
進まない。（値上げができなければ年間10 ,000袋加
工の工場規模では430万円の損失となる。）県内の某
組合のブランドは１束10円の値上げに動いているが
シーズに入らないと不明。４月の消費税増税後の消
費がどの様になるのか不透明。世界的な食料の豊作
で小麦・コーン・大豆等の価格が下がっているが、
円安は輸入小麦等の価格に影を落とす。

＜酒　造＞
　複数社で値上げを実施。これから値上げ予定も数
社ある。その中で吟醸、純米吟醸が伸びて、収益アッ
プとなっている。県全体としては、横ばいもしくは
やや減となっているが、輸出も伸びてきているので、
今後期待したい。

＜食品団地＞
　食品業界においては、価格の値上げ等により買い
控えなど、消費が停滞しており、生産においても原
油、原材料の高騰が一層厳しくなっている。

窯業・土石製品製造業

＜陶磁器＞
　雪は比較的少ないのだが、客足は鈍い。

＜砕　石＞
（県北地区）
１．当月売上高の前月比　約10％の減
２．当月売上高の昨年同月比　約36％の増
３．今年度累計の昨年対比　約52％の増
４．原因・状況　12月末は年末休日のため、除染
工事・災害復旧工事等の作業日が少なく月別で
は減少しているが、全体的には年明けからも注
文が多く、運搬車輛が不足しています。

＜生コン＞
　平成25年12月の組合員生コン出荷数量は、165 ,522
㎥と対前年同月比8 .7％の増。東日本大震災等で被
害を受けた道路、建物、港湾等補修工事での増加が
主たる要因。出荷数量の内訳は、民需が対前年同月
比0 .4％の減、官公需が14 .5％の増であった。
■民需の動向
対前年同月比　0 .4％の減
①対前年同月比増加地区
＜県北地区＞　16 .9％の増
　福島成蹊高校南校舎、ニトリ福島店新築工事等
＜相双地区＞　24 .7％の増
　原発保安対策工事、常磐道浪江地区舗装工事等
＜会津地区＞　9 .8％の増
　会津中央病院増築工事、東山風力発電工事等
②対前年同月比減少地区
＜県中地区＞　4 .2％の減
　デンソー東日本本社工場増設工事、郡山商工会議
所会館建設工事等
＜白河地区＞　23 .9％の減
　工場、倉庫新築工事等
＜いわき地区＞　9 .8％の減
　大王製紙工場増築工事等
■官公需の動向
対前年同月比　14 .5％の増
①対前年同月比増加地区
＜県中地区＞　18 .8％の増
　再生可能エネルギー研究施設工事、東部幹線桜木
地区橋梁整備等
＜相双地区＞　57 .3％の増
　海岸保全施設整備工事、公共災害復旧工事等
＜会津地区＞　4 .5％の増
　喜多方市役所新築工事、西会津小学校新築工事等
②対前年同月比減少地区
＜県北地区＞　2 .3％の減
　栗子トンネル２期工事、国道115号霊山トンネル
工事等
＜白河地区＞　25 .6％の減
　工場の森新白河造成工事等
＜いわき地区＞　5 .6％の減
　小名浜港７号追悼地区岸壁復旧工事、小名浜西防
波堤工事等

紙・紙加工品製造業

＜紙器・段ボール箱＞
　平成26年４月に予定されている消費税増税に紙器
段ボール箱業界として対応を協議しているが、組合
員の大多数が中小零細企業であり消費税を円滑かつ
適正に転嫁することができなければ、企業の死活問
題に直結する恐れもあることから困惑している状況
にある。

運　輸　業

＜トラック運送＞
（県北地区）
　トラック運送業界では、過当競争の常態化にある
低運賃の中で、燃料費の高騰や高速道路利用料金等
販売価格転嫁が難しく、強い危機感を感じていると
ころも散見されている。景気回復など程遠い。

＜ハイヤータクシー＞
　一時期動きはあったが、全体としては低調傾向で
まだまだ厳しい状況が続いている。（燃料代が上がっ
ている。）
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商　店　街

＜福島市＞
　共通商品券事業が始まり、また「駅前元気プロジェ
クト」により、クリスマスの雰囲気が醸し出され久
しぶりに賑わいを感じさせるものとなった。天候に
も恵まれ、歳末のお買い物客もあり、全体的に歩行
者が多かったように感じる。

＜郡山市＞
　12月は、11月後半の伸び悩みがそのまま続いたよ
うな感じでした。商店街の歳末商戦は一様に苦戦を
強いられ、そこに悪天候がさらに追い打ちをかけた
ようです。このままでは、初売りや冬物セールなど
の今後の見通しも厳しいものがあります。現在街中
では、中心市街地活性化へ向けて計画を進めており、
具体的な施策がどのようになっていくのかが気がか
りなところです。

＜南相馬市＞
　平成25年も業界の厳しさは同じです。この度、経
済産業省が選定する「がんばる商店街30選」に当組
合が選ばれました。震災以降も地域復興にむけ、商
業者ができることをしっかりやってきた結果だと思
います。ご支援いただいた個人様、関係機関様、団
体様に感謝いたします。今後も復興に向けた事業を
積極的に取り組みたいと考えています。

＜会津若松市＞
　商店街主催のファッションショー「ガモコレ」が
開催されました。一般参加のモデルさんはとても楽
しんでいました。雪が降って観客の方が少なかった
のが残念でした。今後も「ガモコレ」を含めてイベ
ントを実施して街を活気づけたいと思います。

＜いわき市＞
　12月の恒例、年末ジャンボ宝くじを求めるお客様
で土日を中心に街なかは大渋滞。去年よりも人は多
いのではないだろうか。宝くじのお客様は食事など
の回遊はあるものの、物販へはなかなか回ってはこ
ない。中盤からはますます物販が厳しさを増す。セー
ル待ちとクリスマスギフトで郊外へシフトしている
ためか。飲食店は忘年会でにぎわい、前年以上の人
出であるのがせめてもの救い。

サービス業

＜クリーニング＞
　クリーニング業界においては春秋の衣替えの山が
ほとんどなく、需要はますます減少。決してよくな
い。今の一番の課題は、消費税増税の対応と円安に
よる原油高の影響をどのように乗り越えるか。ライ
フスタイルの変化等、決して楽観できる状況でない
と思う。

＜旅館業＞
（土湯温泉）
　12月12日から新たな旅館がリニューアルオープン
し、組合全体の収容人員数が120～150人増加した。
あわせて、日帰り入浴も夜８時まで受け入れする等、
温泉街の活性化につながっている。

＜理容業＞
　暮れらしい忙しさがきたのは、最後の４、５日だっ
た。全体的に見て昨年より少し上向きになったよう
な気もするが以前に比べればまだまだ少ない。後半
には雪も降ったし寒い日が続いた。天候の影響も大
きい。髪を刈ってさっぱりして新年を迎える風習は
年々薄れていくようだ。震災から３年たつ。いつま
でもそれを引きずっているわけにはいかない。気持
ちを切り替え厳しさを生き抜いた底力で、平成26年
は心新たに元気を出して頑張ろうと仲間に呼び掛け
ている。今、自分たちが元気を見せなければ若い人
たちが業界に入ってこない。

＜廃棄物収集運搬業＞
　廃棄物関連事業は昨年同時期より良いようです。
ただし震災前から見ると約60～70％程度ですので、
今後の動向が気にかかります。震災関連事業も終わ
りになりますので、これからの補填を考える必要が
あります。

卸　売　業

＜卸売業＞
（県中地区）
　業種によるバラツキはあるものの、全体的にはやや
強めの景況感で推移している。建築資材関連は、一
定の受注ボリュームを抱えており、概ね好調。ただし、
引き続き職人不足の状況下で、受注に応えきれてい
ない。一方、顧客からの価格交渉圧力はスピード優
先という観点から、やや低下しており一部においては
適正利益が取りやすくなった、との声もある。今後の
見通しとして、円安の進行や東京オリンピックに向け
たモノ不足、４月以降の消費増税による価格の高騰
や人手不足が懸念されている。

＜再生資源＞
　政権交代から１年が経過し、アベノミクス効果で
円安、株高となったが、好況の実感はない。むしろ、
燃料費等の高騰で経費が上回り、若干の製品の値上
げがあっても収益には結びついていない。本来は、
物価が上がり、賃金も上がり、購買力も回復し景気
が良くなる構造を想定しているのだろうが、わが業
界、特に福島県においては、まだまだ明るい見通し
がつかないのが現状である。

建　設　業

＜建設業＞
（県一円）
　平成25年は各市町村の除染関連事業の取扱が多
かったことから建設産業の業況も好調に推移した。
（県南地区）
　型枠工、内装工事の職人が不足している。民間建
築工事は受注が好調だが、公共土木工事は減少して
いる。除染業務は地元の受注も多いが、規模が大き
いものは大手ゼネコンが受注している。

＜管工事＞
　前月比で給水・排水設備申請とも減少。前年同月
累計対比では給水・排水設備申請は増加している。

＜専門工事＞
　師走だというのに浜通り・中通りではほとんど降
雪に見舞われなかった。降雪があると除染作業も中
断せざるを得ないこともあり、現場にはありがたい
話だが気候的に異常であることを痛切に感じる。ま
た、暦通りに休みを取った場合、正月５日まで連続
で９連休という長期休暇となるが、休暇中の事故・
盗難等が懸念されている。特に、除染の作業従事者
が長期休暇に伴い離脱すること等が懸念されてお
り、ただでさえ不足しがちな地域での労働力不足に
ついては十分な注意と対策が必要である。
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　各景況項目について「増加」（または「好転」）業種割合から「減少」（また
は「悪化」）業種割合を差し引いた値（D・I 値）をもとに作成。その基準は右
表のとおりである。

天気図の見方天気図の見方

景況天気図　12月
快　　晴　30以上
は　　れ　10～30未満
うすぐもり　－10～10未満

く も り　－30～－10未満
　 雨 　　－50～－30未満
大　　雨　－50未満

D・I値基準値D・I値基準値

項目別DI
業種区分

売上高 販売価格 収益状況 資金繰り 雇用人員 業界の景況

前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比

食料品製造
71.43 －42.86 14.29 28.57 42.86 －28.57 14.29 0.00 14.29 －14.29 14.29 －42.86

繊 維 製 品
製 造

33.33 0.00 0.00 －33.33 0.00 33.33 33.33 33.33 0.00 0.00 0.00 －33.33

木 材 木
製 品 製 造 －25.00 25.00 75.00 75.00 －25.00 －25.00 －25.00 25.00 0.00 0.00 0.00 0.00

鉄 工 機 械
製 造

0.00 20.00 0.00 0.00 20.00 －20.00 0.00 －20.00 0.00 －20.00 20.00 40.00

そ の 他 の
製 造 －14.29 28.57 14.29 28.57 14.29 14.29 －14.29 0.00 －14.29 0.00 0.00 14.29

卸 売 業
50.00 0.00 －25.00 －25.00 0.00 －50.00 －25.00 －25.00 0.00 －25.00 0.00 0.00

小 売 業
25.00 －12.50 25.00 －12.50 －12.50 －37.50 0.00 －12.50 －12.50 －12.50 －25.00 －37.50

商 店 街
33.33 －33.33 －16.67 －16.67 －16.67 －16.67 －33.33 －33.33 0.00 0.00 0.00 0.00

サービス業
71.43 71.43 28.57 28.57 42.86 42.86 0.00 28.57 0.00 28.57 42.86 42.86

建 設 業
－20.00 20.00 0.00 40.00 0.00 40.00 0.00 60.00 0.00 40.00 0.00 0.00

運 輸 業
66.67 0.00 0.00 33.33 －33.33 －66.67 －33.33 －100.00 －33.33 －66.67 0.00 －66.67

平成26年度通常総会における組合功労者及び組合優良職員表彰
にかかる被表彰者の推薦について

　平成26年度中央会通常総会の席上において、組合功労者及び組合優良職員の表彰を行いたいと存じますの
で、下記の要件に該当する方がいらっしゃいましたら、ご推薦下さいますようお願い申し上げます。

組合功労者（理事・監事）
　組合制度の普及または組合の育成強化に尽力し、その功績顕著と認められ、他の範とするにたる者であっ
て、次に掲げる要件を備える者
（イ）組合経歴……所属組合が設立後５年以上経過していること
（ロ）年　　齢……満55才以上であること
※　推薦人員は原則として１組合あたり１名です。ただし、役員数が20名を超える場合は２名以内 
です。

組合優良職員
　組合の業務に精励し、成績優良と認められ、他の範とするにたる者であって、次に掲げる要件を備える者
（イ）従事期間……５年以上の勤続者であること
（ロ）他よりの信頼厚く、人格、識見とも卓越していること
※　勤続年月数の期間および満年齢等の計算は、平成26年４月１日になりますので、ご留意ください。
※　推薦に必要な書類（推薦書等）は、各組合宛に郵送しておりますのでご確認ください。

◆締　 切　 日　　平成26年４月10日㈭まで　（必着厳守でお願いします）
◆お問い合せ先　　総務課　TEL：024－536－1261／FAX：024－536－1217


